
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日、埼玉会館にて中央本部主催「部会安全フォーラム」が開催され、ＪＲバス関東本

部からは、3名で参加をしてまいりました。 

きかく・かんり・医療・バス東北本部から問題提起がなされ、中でも医療部会からは、

医療現場の厳しい勤務実態が発言され、私たちは命を預かっているという認識のもと、安

全の再確立が必要であると会場全体で確認しました。 

 ＪＲ総連 柳執行副委員長より、最近の国府津運輸区・宇都宮運輸区における責任追及の

実態説明の後、1988年 12月の東中野事故以降にＪＲ東日本会社とＪＲ東労組が結んでい

る安全宣言は今でも有効であり、 

「責任追及から原因究明へ」の安全哲学を再確立し、 

組織と会社を守るため、職場からの挑戦に立ち上がろう！ 

と講演を頂きました。 

その後の討論の中で、三瓶事務長より、現在強行に運用開始されている「懲罰的ポイント

制度」についての組合員からの不安の声と、この制度から危惧する危険性を述べた上で、

会社へは申を起こし、組合員が安全な運行が出来る環境整備と、責任追及から原因究明へ

の安全哲学を守るため、運用中止を求めていく。と、発言しました。 
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